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第５１号 

                             

◆
平
成
26
年
度
に
あ
た
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

常
務
理
事 

園
長 

 

野 

村 

和 

郎 

  

ニ
月
の
豪
雪
が
消
え
る
の
を
待
っ
て
た
様
に
園
庭
の
桜
の

芽
が
膨
ら
み
始
め
、
こ
の
季
刊
紙
が
お
手
元
に
届
く
頃
は
丁

度
見
頃
を
迎
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
桜
は
当
園
建
設
の
整
備
事
業
と
し
て
植
え
ら
れ
た
も
の

で
、
も
う
立
派
な
大
木
で
す
。
麦
久
保
園
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？
時
の
速
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
ご
来
園
の
際
に
は
是
非 

ご
観
賞
下
さ
い
。 

 

今
年
も
一
年
一
年
の
積
み
重
ね
に
よ
る
実
績
、
反
省
を
踏

ま
え
重
点
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。
昨
年
に
続
い
て
、
①
利

用
者
サ
ー
ビ
ス
、
②
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
③
職
員
資
質
の

向
上
の
３
つ
の
視
点
か
ら
考
え
ま
し
た
。 

①
は
、
基
本
的
に
ご
利
用
者
個
々
の
ニ
ー
ズ
を
追
求
し
よ

う
と
い
う
考
え
か
ら
利
用
者
の
歴
史
の
原
点
を
知
ろ
う
、
そ

こ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
信
頼
関
係
が
構
築

出
来
る
と
考
え
、
朝
礼
時
の
職
員
唱
和
の
言
葉
を
「
誰
に
で

も
歴
史
が
あ
っ
て
今
が
あ
る
」
と
し
ま
し
た
。 

 

②
は
、
組
織
の
強
化
に
は
職
員
の
意
志
の
統
一
と
情
報
の

周
知
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
全
て
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
「
ま
ず
一
言
」
か
ら
始
ま
る
。
職
員
の
積
極
的
な
発

言
力
を
期
待
し
「
信
頼
は
積
極
的
な
発
言
か
ら
」
と
し
ま
し

た
。 

 

③
は
、
ご
利
用
者
に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
為

の
絶
対
条
件
で
あ
る
人
と
し
て
の
力
、
人
間
力
を
付
け
よ
う

と
考
え
ま
し
た
。
職
員
同
志
注
意
し
た
り
、
さ
れ
た
り
す
る

事
は
お
互
い
の
成
長
の
源
と
な
る
。
切
磋
琢
磨
し
て
力
を
つ

け
ま
し
ょ
う
と
い
う
意
味
で
「
成
長
は
言
葉
、
行
動
、
気
配

り
で
」
と
し
ま
し
た
。
い
づ
れ
も
一
年
を
通
し
て
職
員
が
共

有
で
き
る
目
標
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

又
、
新
年
度
に
あ
た
り
組
織
の
活
性
化
、
役
割
を
考
え
人

事
を
見
直
し
ま
し
た
。
小
林
副
園
長
は
法
人
と
施
設
の
一
体

化
を
考
え
法
人
事
務
局
長
に
。
そ
し
て
多
様
化
す
る
直
接
サ

ー
ビ
ス
の
中
心
的
役
割
、
及
び
現
場
と
経
営
面
の
連
携
と
調

整
役
を
期
待
し
、
窪
島
相
談
員
を
相
談
員
業
務
も
兼
務
し
た

副
園
長
に
。
立
川
相
談
員
は
相
談
員
業
務
の
取
り
ま
と
め
役

と
し
て
の
主
任
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ワ
ー
カ
ー
で
は
ご
利

用
者
の
重
度
化
、
多
様
化
に
対
応
出
来
る
体
制
作
り
を
考
え
、

フ
ロ
ア
ー
別
に
主
任
、
副
主
任
を
配
置
し
ま
し
た
。
新
主
任

に
森
田
副
主
任
、
副
主
任
に
大
類
ワ
ー
カ
ー
を
任
命
し
ま
し

た
。
各
自
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
責
を
自
覚
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
し
て
も
ら
い
ま
す
。
不
馴
れ
な
点
、
未
熟
な
事

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
御
指
導
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
当
園
は
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
基
本
理
念
と
し
、「
の
ん
び
り
き
ま
ま
に
暮
ら
し
ま
せ
ん
か
」

「
自
然
に
生
き
る
、
自
然
に
暮
ら
す
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

に
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
ご
利
用
さ
れ
る
方
の
人
権
を
尊

重
し
、
利
用
者
主
体
の
事
業
計
画
を
立
て
ま
し
た
。 

常
日
頃
、
皆
様
が
感
じ
ら
れ
る
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
聞
か

せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 
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麦久保園だより 



 
 

平
成
二
十
六
年
度 

 
 
 
 

部
門
別
業
務
計
画 

 

介
護
支
援
専
門
員
業
務 

  

サ
ー
ビ
ス
の
原
点
に
戻
り
、
ご
利
用
者
個
々
と
向
き
合
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
と
も
に
、
穏
や
か
に
毎
日

を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
援
助
し
ま
す
。 

①
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成 

ご
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
と
ご
家
族
の
意
向
を
尊
重
し
、
困
っ
て

い
る
こ
と
に
対
す
る
望
ま
し
い
解
決
法
を
提
示
し
、
快
適
な

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
為
の
方
向
性
を
見
つ
け
設
定
し
て

行
き
ま
す
。 

②
サ
ー
ビ
ス
実
施
状
況
の
把
握 

多
職
種
参
加
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
を
行
い
、
ご
利

用
者
の
現
状
に
即
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
に
努
め
、
ま
た

プ
ラ
ン
に
対
す
る
記
録
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

   
 

生
活
相
談
員
業
務 

  

平
成
26
年
度
施
設
重
点
目
標
、 

・
誰
に
で
も
歴
史
が
あ
っ
て
今
が
あ
る 

・
信
頼
は
積
極
的
な
発
言
か
ら 

・
成
長
は
言
葉
、
行
動
、
気
配
り
で 

を
捉
え
、
ま
た
25
年
度
の
業
務
を
振
り
返
り
、
更
に
は
苦
情

申
し
立
て
内
容
か
ら
業
務
改
善
点
を
踏
ま
え
、
組
織
全
体
で

の
展
開
を
目
指
し
ま
す
。 

①
日
課
の
取
り
組
み 

Ｊ
Ｓ
（
仕
事
満
足
）
Ｅ
Ｓ
（
職
員
満
足
）
Ｃ
Ｓ(

ご
利

用
者
満
足
）
の
考
え
を
基
盤
に
、
状
況
把
握
は
勿
論
、

直
接
触
れ
合
う
（
対
面
）
機
会
を
大
切
に
し
て
い
き

ま
す
。
又
ご
利
用
者
懇
親
会
を
毎
月
開
催
し
、
サ
ー

ビ
ス
へ
の
反
映
に
努
め
ま
す
。 

 

②
ご
家
族
と
の
協
力
体
制 

面
会
等
、
来
園
時
で
の
対
話
、
電
話
連
絡
等
で
ご
利

用
者
の
状
況
報
告
等
を
含
め
、
日
頃
か
ら
ご
家
族
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
信
頼
関
係
の
構
築

に
努
め
ま
す
。
ま
た
機
関
誌
「
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」「
陽
な

た
ぼ
っ
こ
」
の
発
送
に
て
、
ご
利
用
者
の
生
活
の
様

子
や
行
事
等
を
お
伝
え
し
、
施
設
へ
の
関
わ
り
を
深

め
て
頂
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

 

③
関
係
諸
機
関
と
の
連
携 

各
保
険
者
及
び
支
援
事
業
者
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、

迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
、
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

体
制
を
築
き
ま
す
。 

 

④
入
退
所
・
入
退
院
・
稼
働
率. 

入
所
申
込
者
に
つ
い
て
は
、
事
前
面
接
に
お
け
る
情

報
収
集
と
速
や
か
な
対
応
に
努
め
ま
す
。
入
院
に
つ

い
て
は
生
命
を
守
る
事
を
前
提
に
、
ご
本
人
、
ご
家

族
の
意
向
も
含
め
、
看
護
と
の
連
携
の
も
と
対
応
し

ま
す
。
入
院
中
も
状
況
把
握
と
円
滑
な
退
院
調
整
に

努
め
ま
す
。
医
療
機
関
と
の
連
携
、
ご
家
族
と
の 

連
絡
調
整
を
行
い
ま
す
。
稼
働
率
の
年
度
目
標
達
成

に
向
け
、
前
記
内
容
を
踏
ま
え
必
要
な
情
報
提
供
と

部
署
間
の
連
携
調
整
に
努
め
ま
す
。 

 

⑤
預
り
金
、
貴
重
品
管
理 

「
利
用
者
預
り
金
等
管
理
規
程
」
に
基
づ
き
、
的
確

な
管
理
に
努
め
ま
す
。 

 

⑥
苦
情
、
要
望
、
相
談
対
応 

苦
情
、
ご
意
見
、
ご
要
望
に
つ
い
て
は
真
摯
に
受
け

止
め
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
提
供
の
為
に
速
や
か
に
対

応
し
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
努
め
ま
す
。 

 

⑦
個
人
情
報
保
護 

情
報
の
漏
洩
や
流
出
に
は
十
分
に
留
意
し
、
更
に
全

職
員
が
個
人
情
報
に
対
し
適
切
な
認
識
を
持
つ
た
め

の
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。 

 

⑧
サ
ー
ビ
ス
会
議
の
開
催 

サ
ー
ビ
ス
全
般
に
関
し
、
月
１
回
開
催
し
各
部
署
か

ら
の
問
題
や
課
題
の
検
討
を
行
い
ま
す
。 

 

⑨
身
体
拘
束 

月
に
１
回
身
体
拘
束
廃
止
委
員
会
を
開
催
し
、
指
針

を
も
と
に
定
期
的
に
確
認
し
て
検
討
し
問
題
意
識
の

共
有
に
努
め
ま
す
。 

 

⑩
事
故
予
防 

日
常
生
活
で
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
把
握
、
防
止
策
検

討
、
ケ
ア
リ
ス
ク
へ
の
検
討
に
よ
り
安
全
で
安
心
で

き
る
生
活
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。 

 

⑪
看
取
り
援
助 

当
施
設
の
看
取
り
指
針
に
沿
っ
て
援
助
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
更
な
る
チ
ー
ム
ケ
ア
に
お
け
る
質
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。 
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ワ
ー
カ
ー
業
務 

  

26
年
度
フ
ロ
ア
ー
体
制
は
２
階
を
３
グ
ル
ー
プ

制
か
ら
４
グ
ル
ー
プ
制
に
変
更
し
、
３
階
の
３
グ
ル

ー
プ
を
合
わ
せ
計
７
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
ま
す
。
フ

ロ
ア
ー
別
体
制
に
よ
る
き
め
細
か
な
状
況
把
握
と
、

グ
ル
ー
プ
担
当
者
の
役
割
分
担
を
よ
り
明
確
に
し
、

状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
体
制
を
と
る
こ
と
で
、
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
ご
利
用
者

の
身
体
、
精
神
面
の
変
化
に
留
意
し
、
基
本
の
介
護

と
日
々
の
対
話
や
声
か
け
の
中
で
個
々
の
ニ
ー
ズ
を

確
認
し
つ
つ
、
フ
ロ
ア
役
職
者
、
各
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
ま
す
。 

 

①
食
事
・
入
浴
に
つ
い
て 

ご
利
用
者
個
々
の
摂
取
状
況
に
着
目
し
、
ご
利
用
者

の
状
況
に
応
じ
た
食
事
場
所
、
形
態
、
又
リ
ハ
ビ
リ

ワ
ー
カ
ー
と
の
連
携
に
て
器
具
、
備
品
の
使
用
に
つ

い
て
も
工
夫
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
入
浴
に
つ
い

て
は
清
潔
保
持
や
皮
膚
疾
患
予
防
に
努
め
る
だ
け
で

な
く
、
ご
利
用
者
の
身
体
状
態
に
合
わ
せ
た
方
法
で
、

安
全
に
快
適
な
入
浴
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

ま
す
。 

 

②
排
泄
介
助
に
つ
い
て 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
配
慮
は
勿
論
、
ご
利
用
者
が
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
安
全
に
排
泄
が
出
来
る
よ
う
支
援
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 
 

③
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て 

理
学
療
法
士
、
機
能
訓
練
指
導
員
、
リ
ハ
ビ
リ
ケ
ア

ワ
ー
カ
ー
と
の
連
携
に
て
、
ご
利
用
者
の
身
体
、
精

神
面
で
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
出
来
る
環
境
を
整
備

し
ま
す
。
又
食
事
摂
取
で
の
飲
み
込
み
に
重
点
を
置

き
、
今
年
度
は
発
声
の
訓
練
を
強
化
し
ま
す
。 

 

④
日
課
に
つ
い
て 

ご
利
用
者
の
自
己
決
定
を
尊
重
し
、
個
別
の
ニ
ー
ズ

や
選
択
に
ど
こ
ま
で
応
え
る
事
が
出
来
る
の
か
を
考

え
、
実
践
し
て
い
く
事
で
日
課
の
充
実
や
ご
利
用
者

に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
繋
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

⑤
記
録
に
つ
い
て 

情
報
の
周
知
、
共
有
の
柱
と
な
る
記
録
は
サ
ー
ビ
ス

の
統
一
性
や
個
別
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
又
リ
ス
ク
の
共

有
、
事
故
予
防
、
苦
情
の
対
応
等
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

に
お
い
て
重
要
と
な
り
ま
す
。
日
々
の
観
察
記
録
を

支
援
に
生
か
し
ケ
ア
の
質
の
向
上
に
繋
げ
ま
す
。 

   
 
 
 

医
務
乗
務 

 

ご
利
用
者
の
既
往
歴
か
ら
現
在
の
状
態
を
把
握
、
、
今

後
起
り
得
る
リ
ス
ク
も
含
め
考
え
る
事
で
、
こ
れ
か

ら
の
健
康
に
対
す
る
不
安
の
軽
減
や
疼
痛
の
緩
和
が

出
来
る
よ
う
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
医
務
業

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を
含
め
医
務
内
で
の
話
し
合

い
を
多
く
持
ち
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。 

  
 
 

給
食
業
務 

 

①
栄
養
部
門 

食
事
摂
取
基
準
よ
り
荷
重
平
均
栄
養
量
を
算
定
し
、

衛
生
的
か
つ
安
全
な
美
味
し
い
食
事
を
提
供
し
ま
す
。

３
ヶ
月
毎
に
全
員
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
栄

養
状
態
を
総
合
的
に
リ
ス
ク
判
定
し
、
ア
セ
ス
メ
ン

ト
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
表
を
作
成
し
ま
す
。
食
事
の
場

面
を
通
じ
て
、
ご
利
用
者
一
人
一
人
の
声
を
引
き
出

す
事
に
よ
り
食
習
慣
や
嗜
好
を
把
握
し
、
健
康
で
楽

し
み
に
し
て
い
た
だ
け
る
お
食
事
の
提
供
に
努
め
ま

す
。 

 

②
調
理
部
門 

食
品
の
納
品
か
ら
仕
込
み
、
調
理
後
喫
食
ま
で
の
適

切
な
温
度
管
理
、
衛
生
面
の
強
化
、
更
に
は
食
品
衛

生
全
般
の
知
識
を
深
め
、
調
理
職
員
一
同
心
の
こ
も

っ
た
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
し
ま
す
。 

 

短
期
入
所
生
活
利
用
サ
ー
ビ
ス 

  

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
り
、

本
年
度
も
保
険
者
や
各
介
護
支
援
事
業
所
等
の
連
携

を
密
に
し
て
い
き
ま
す
。
ご
家
族
様
の
介
護
負
担
軽

減
も
大
き
な
目
的
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
情

報
の
共
有
を
行
い
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
支
援
に

努
め
ま
す
。 
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居
宅
介
護
支
援
事
業
「
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
麦
久
保
」 

  

お
客
様
や
ご
相
談
に
来
ら
れ
た
方
々
の
お
話
を
伺

う
事
に
よ
り
、
悩
み
や
不
安
の
解
決
の
一
助
に
な
れ

る
よ
う
努
め
ま
す
。
ご
本
人
、
ご
家
族
の
方
々
が
安

心
し
て
ご
自
宅
で
生
活
出
来
る
よ
う
、
支
援
し
て
い

き
ま
す
。 

 

 

事
務
業
務 

  

事
務
業
務
と
し
て
は
直
接
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
提
供

へ
の
携
わ
り
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
備
品
の
拡
充

や
生
活
環
境
の
整
備
等
を
通
し
て
よ
り
良
い
関
係
構

築
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
を
始

め
と
す
る
諸
制
度
の
理
解
、
分
析
も
大
切
な
役
目
で

あ
り
日
々
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

施
設
の
維
持
管
理 

 

当
園
も
開
園
か
ら
19
年
を
迎
え
、
数
多
い
設
備
の

中
に
は
老
朽
化
や
経
年
劣
化
に
伴
う
機
能
低
下
、
動

作
不
良
が
目
立
つ
物
も
出
て
来
ま
し
た
が
、
日
頃
よ

り
設
備
の
維
持
管
理
を
お
願
い
し
て
い
る
専
門
業
者

の
方
々
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
職
員
に
よ
る
適

時
適
切
な
管
理
に
よ
り
大
き
な
障
害
を
起
こ
す
こ
と

な
く
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
開
園
時
か
ら

使
用
し
て
い
る
ベ
ッ
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
の
消
耗
、
劣
化

が
顕
著
に
な
り
約
80
台
分
の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
新
し
い

物
に
交
換
し
ま
し
た
。
た
だ
長
期
間
使
用
し
て
い
る

事
に
よ
り
他
の
部
分
に
も
少
な
か
ら
ず
劣
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。 

ベ
ッ
ド
は
ご
利
用
者
の
皆
様
が
生
活
さ
れ
る
上
で
非

常
に
身
近
な
設
備
で
す
の
で
、
使
い
易
く
安
全
、
安

心
、
快
適
で
な
け
れ
ば
と
思
い
、
今
年
度
の
予
算
で

ベ
ッ
ド
40
台
分
の
入
替
え
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

多
額
な
資
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
公
共
の
助

成
団
体
へ
の
協
力
要
請
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
更
に

使
用
開
始
か
ら
13
年
経
過
す
る
車
輌
（
一
台
）
の
入

替
え
を
行
い
、
近
年
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
多
く

な
っ
て
い
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
時
の
送
迎
支
援

や
入
所
ご
利
用
者
の
買
い
物
、
ド
ラ
イ
ブ
、
医
療
機

関
へ
の
受
診
等
の
外
出
支
援
を
よ
り
円
滑
に
対
応
出

来
る
よ
う
、
車
イ
ス
で
の
利
用
が
出
来
る
車
輌
を
増

車
す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
寄
与
出
来
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
現
在
大
き
な
設
備
で
検
討
課
題
に
上
が
っ
て

い
る
も
の
と
し
て
ボ
イ
ラ
ー
が
あ
り
ま
す
。
同
設
備

の
維
持
管
理
に
は
、
毎
年
定
期
的
な
保
守
に
係
る
経

費
の
他
、
こ
こ
数
年
で
は
突
発
的
な
修
繕
を
必
要
と

す
る
障
害
が
度
々
起
き
て
い
ま
す
。
同
設
備
は
給
湯

全
般
の
中
心
的
な
役
割
が
あ
る
為
、
障
害
の
程
度
に

よ
っ
て
は
施
設
全
体
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
、
大
き

な
リ
ス
ク
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
回
避

す
る
為
設
備
全
般
の
見
直
し
を
行
い
、
今
後
も
適
正

な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。 

 
 

利
用
料
が
変
わ
り
ま
し
た
！ 

 

平
成
26
年
４
月
か
ら
消
費
税
の
５
％
か
ら
８
％
へ

ア
ッ
プ
に
伴
い
、
施
設
入
所
及
び
短
期
入
所
に
係
る
利

用
料
の
一
部
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
、
詳
細
に
つ
い
て

は
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。（
担
当 

生
活
相
談
員
） 

                
 
 
 

 

       

発
行
所

社
会
福
祉
法
人 

福

信

会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
麦
久
保
園 

短
期
入
所
生
活
介
護(

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ) 

介
護
保
険
事
業
者
番
号 

一
三
七
四
九
〇
〇
一
六
三 

 

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
麦
久
保 

介
護
保
険
事
業
者
番
号 

一
三
七
五
二
〇
〇
一
五
九 

 

〒
一
九
七
―
〇
八
〇
二 

あ
き
る
野
市
草
花
二
，
二
一
九 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
二
―
五
五
〇
―
二
二
〇
一
（代
） 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
―
五
五
〇
―
二
二
一
八 

 

発
行
人 

 

野

村

和

郎 

編 

集 
 

麦
久
保
園
広
報
委
員
会 

《
編

集

後

記

》 

満
開
の
桜
や
新
録
の
山
々
に
癒
さ
れ
、
改
め
て

自
然
の
恵
み
豊
か
な
環
境
の
中
で
ご
利
用
者
の
皆

様
と
過
ご
せ
る
事
に
感
謝
し
つ
つ
、
新
年
度
が
ス
タ

ー
ト
致
し
ま
し
た
。
職
員
一
同
、
初
心
を
忘
れ
ず
、

ま
た
今
年
度
の
新
た
な
目
標
に
向
け
、
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
合
え
る
関
係
を
築
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
広
報
委
員
も
新
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
施
設
の
様

子
を
よ
り
楽
し
く
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
た
い

と
は
り
き
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 
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